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１．次の問いに答えなさい。

⑴　次の式を計算しなさい。

①　3×（－ 2）2 －（－ 5）	 ②　 20 ＋
5
5
－
5
5
　

③　
3 x ＋ y
2

－
x－ 2 y
5

　	 ④　（－ ab）3 ÷（ 2 ab 2 ）× 6 a

⑵　次の式を展開しなさい。

①　（ x＋ 5）（ x－ 10 ）	 ②　（ a＋ b）2 －（ a－ b）（ a＋ 2 b ）

⑶　次の式を因数分解しなさい。

①　x 2 － 9 x ＋ 18	 ②　x 2 － 64

⑷　次の方程式を解きなさい。

①　
1
2
x ＋ 1

6
＝
1
3
x － 1

2
　	 ②　（ 2 x － 1 ）2 ＝ 5

⑸　次の連立方程式を解きなさい。

5 x ＋ y＝－ 13
3 x ＋ 4 y ＝－ 1

２ ．次の問いに答えなさい。

⑴　xについての 2つの方程式　ax－ 2＝ 0 …①　と　x 2 － 3bx ＋ a＝ 0 …②　がともに 1を解にもつとき，a，bの値をそれぞれ求め
なさい。また，②のもう一つの解を求めなさい。

⑵　大小 2つのさいころをそれぞれ 1回投げる。大きいさいころの出た目の数を a，小さいさいころの出た目の数を bとするとき，ba が
整数とならない確率を求めなさい。

⑶　aは 0以外の整数とする。常に自然数となるものを次の中からすべて選び，番号で答えなさい。
①　－ a　　　②　a2　　　③　－（－ a）　　　④　（－ a）2

⑷　不等式 10 ＜ n 2 ＋ n＜ 10 2 を満たす自然数nをすべて求めなさい。

⑸　次の表は数学のテストを受けた生徒Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅの成績をまとめた表である。

5人の点数の平均値がＡとＢの 2人の点数の平均値より 1点高かったとき，xの値を求めなさい。

生徒 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

点数 50 76 63 56 x
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３ ．�右の図において，①は関数 y ＝ ax 2のグラフ，②は関数 y ＝ bx のグラフ，③は関数

y ＝－ 2 x ＋ cのグラフである。①と②はともに点Ａ（ 2，8）を通っている。①と③
の 2個の交点をＢ，Ｃとする。このとき，Ｂの x座標は－ 4である。次の問いに答
えなさい。

⑴　aの値を求めなさい。

⑵　bの値を求めなさい。

⑶　cの値を求めなさい。

⑷　Ｃの座標を求めなさい。

⑸　点Ｐは y軸上の点とする。2 つの線分の長さの和ＡＰ＋ＰＣが最小となるとき，	
Ｐの座標を求めなさい。

⑹　⑸のとき，△ＡＰＣを y軸の周りに 1回転してできる立体の体積を求めなさい。ただし，円周率はπとする。

４ ．右の図のように，ＡＢ＝ＢＣ＝ 2 cm，∠ＡＢＤ＝ 45°の三角形がある。頂点Ａ，Ｂ，Ｃ

から辺ＢＣ，ＣＡ，ＡＢに垂線ＡＤ，ＢＥ，ＣＦをそれぞれ引き，3本の垂線の交点をH

とする。次の問いに答えなさい。

⑴　△ＡＢＤと相似な三角形を次の中からすべて選び，番号で答えなさい。

①　△ＨＡＦ　　　②　△ＨＡＥ　　　③　△ＨＣＥ

④　△ＨＣＤ　　　⑤　△ＨＢＤ　　　⑥　△ＨＢＦ

⑵　線分ＢＤの長さを求めなさい。

⑶　∠ＦＨＤの大きさを求めなさい。

⑷　△ＦＨＤの面積を求めなさい。

５ ．右の図のように，1辺の長さが 3 cmの正方形を底面とし，高さが 6 cmの直方体ＡＢＣＤ－ＥＦＧＨが

ある。線分ＡＥの中点をＰとし，平面ＰＦＨと線分ＣＥの交点をＱとする。頂点Ａから線分ＣＥに垂線ＡＲ

を引く。また，ＡＣ＝ 3 2 cm，ＣＥ＝ 3 6 cmである。次の問いに答えなさい。

⑴　直方体ＡＢＣＤ－ＥＦＧＨの体積を求めなさい。

⑵　線分ＡＢとねじれの位置にあるような線分を次の中からすべて選び，番号で答えなさい。

①　線分ＢＣ　　　②　線分ＣＧ　　　③　線分ＣＤ　　　④　線分ＤＨ　　　⑤　線分ＡＤ

⑶　線分ＡＲの長さを求めなさい。

⑷　△ＰＱＲの面積を求めなさい。

⑸　三角錐Ｓ－ＰＱＲと四角錐Ｓ－ＥＦＧＨの体積が等しくなるように線分ＢＦ上に点Ｓをとる。線分ＳＦの長さを求めなさい。
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